
この広報誌は皆さまから寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています

▲「それいけ！」輪投げは大盛り上がり

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔

（
生
活
支
援
相
談
室

（
生
活
支
援
相
談
室  

小
高
区
で
サ
ロ
ン
活
動
）

小
高
区
で
サ
ロ
ン
活
動
）

　

生
活
支
援
相
談
室
で
は
、2
月
よ
り
小
高
区（
東
部
・

中
部
・
西
部
）で
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
笑

い
声
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
中
で
は
、
参
加
者
が
演
奏
す
る
ハ
ー
モ

ニ
カ
に
合
わ
せ
て
合
唱
し
た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、

輪
投
げ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
高
区
で
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
話
が
盛
り
上

が
り
、
皆
さ
ん
か
ら
は
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、
小
高
で
み
ん
な

に
会
え
る
の
は
嬉
し
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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平成平成2929年度年度
社協会費・各種募金等の募集について社協会費・各種募金等の募集について

地
域
の
声
を「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」に
活
か
す
た
め
に

地
域
の
声
を「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」に
活
か
す
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
懇
談
会
を
開
催
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
懇
談
会
を
開
催
）

　

本
会
で
は
、
平
成
27
年
12
月
に
策
定
し
た
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
を
把
握
し
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
な
げ
、「
地
域
の
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
と
し
て
、
各
地
区
で
地
域
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
本
会
事
業
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
地
域
の
課
題
や

現
状
を
出
し
合
い
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
け
ば
良
い
か
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
事
業
や
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　本会では地域福祉活動を通して、地域の人々が
住み慣れたまちで安心して生活することのできる
「福祉のまちづくり」の実現を目指しております。
　震災以降、地域福祉活動に加え、被災された市
民の生活復興支援活動にも努めております。
　これらの活動は、市民の皆さまよりご協力いた
だく、社協会費及び各種募金を基本財源として事
業を展開しております。
　震災当初は、震災の影響に鑑み、会費・募金等
の募集は行いませんでしたが、平成25年度より募
集を再開させていただき、皆さまより、多くのご
協力を賜っております。
　震災からの復興途中であり、財政状況が厳しい
折ではありますので、募集が困難な行政区もある
ことと存じますが、平成29年度において、下記の
とおり募集をさせていただく予定ですので、ご協
力が可能な行政区につきましてはよろしくお願い
いたします。

※この他にも、さまざまなご意見などが寄せられました。
　貴重なご意見ありがとうございました。

　各グループでテーマを決めて、どのように解決して
いけば良いか意見を出していただきました。

（下記は一部抜粋）

●テーマ「ひとり暮らし高齢者などを
どのように支援しますか？」 

・両隣近所などで声かけ・訪問・見守りを行う
・民生委員だけでなく、地域で見守る人を作る
・日頃から電気、戸の開閉など気にしてみる
・地域の中で小さなチームを作ってパトロール

●テーマ「住み慣れた地域で自分らしく
生活していくためには！」

・地域での配食サービスを行う
・サロンを開く（子供にも参加してもらう）
・ボランティアとして、ごみ収集時の手伝い

●テーマ「（警戒区域が解除）帰還してからの
困り事は？」

・近隣同士で声を掛け合う
・行政などでのパトロール見守りを実施
・公会堂単位でのコミニュニティづくり
・震災前にあった「いいまちタクシー」の再開

グループワークでの意見

１世帯 特別会員（社員） 募集（依頼）時期

社会福祉協議会 会費 ５００円 １，０００円 ４～５月

日本赤十字社 社費 ５００円 ２，０００円 ４～５月

赤い羽根共同募金 ５００円 　 ９月

歳末たすけあい募金 ３００円 　 ９月

日　　時 会　　場 対象地区 参加者数

平成29年２月16日㈭
午後６時３０分～ かしま交流センター 鹿島区 ３１人

平成29年２月21日㈫
午後１時３０分～ 原町区福祉会館 地域限定なし ６０人

平成29年２月23日㈭
午後６時３０分～ 原町区福祉会館 原町区 ３５人

平成29年２月28日㈫
午後６時３０分～ 浮舟文化会館 小高区 ２１人

平成平成2929年度年度
社協会費・各種募金等の募集について社協会費・各種募金等の募集について

（３月15日号）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
と「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」で
提
携

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
と「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」で
提
携

地
域
あ
っ
た
か
見
守
り
隊
養
成
講
座

地
域
あ
っ
た
か
見
守
り
隊
養
成
講
座

（
く
ら
し
の
あ
ん
し
ん
お
て
つ
だ
い
講
座
）

（
く
ら
し
の
あ
ん
し
ん
お
て
つ
だ
い
講
座
）

▲

ア
ン
デ
ィ
さ
ん
が
操
る
パ
ペ
ッ
ト
に

　

み
ん
な
興
味
津
々

▲協定書の取り交わし ▲ボランティア活動でつながり、地域を元気に！

▲「地域全体でケアをすることが大切です」

　

２
月
20
日
に
、
原
町
区
福
祉
会
館
で
須
賀

川
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐さ

藤と
う 

典の
り

子こ 

氏
を
講
師
に

招
き
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
13
人

の
市
民
が
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

紹
介
や
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
講
義
を
受

け
た
後
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
、

自
分
サ
イ
ズ
の
活
動
を
見
出
す
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
探
る
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
座
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
の

地
域
で
共
に
生
き
支
え
合
う
た
め
に
必
要
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た

コ
ー
プ 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て
、
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト
事
業

連
合
会
の
協
力
の
も
と
「
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
」

と
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
は
、
メ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
が
や
む
な
く

廃
棄
す
る
食
品
な
ど
を
、
無
償
提
供
し
て
も

ら
い
有
効
に
活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
、
本
会
で
は
相
談
事
業
を
通
じ
て
、

一
時
的
に
生
活
に
困
窮
し
た
方
な
ど
へ
の
食

糧
支
援
に
役
立
て
い
く
計
画
で
す
。

　

２
月
17
日
に
原
町
区
福
祉
会
館
で
、
地
域

あ
っ
た
か
見
守
り
隊
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
82
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
実
践
し
て
い
る
３
人
の

方
か
ら
事
例
発
表
が
あ
り
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゆ
い
の
里 

飯い
い

島じ
ま 

惠け
い

子こ 
氏
か
ら
地
域

に
あ
る
社
会
資
源
を
活
か
し
、
役
割
と
居
場

所
づ
く
り
を
念
頭
に
活
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
月
28
日
に
鹿
島
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、

な
か
よ
し
親
子
腹
話
術
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

17
組
38
人
の
親
子
が
腹
話
術
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

講
師
に
ア
ン
デ
ィ
（
安あ

ん

藤ど
う 

倫と
も

子こ

）さ
ん
を

お
迎
え
し
、
腹
話
術
シ
ョ
ー
の
あ
と
は
、
参

加
者
各
自
が
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
、
身
近
な

材
料（
く
つ
下
や
フ
ェ
ル
ト
）で
パ
ペ
ッ
ト

作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　

腹
話
術
遊
び
を
通
し
、
日
常
の
親
子
遊
び

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
か
せ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

な
か
よ
し
親
子
腹
話
術
教
室

な
か
よ
し
親
子
腹
話
術
教
室

〜〜  

パ
ペ
ッ
ト
と
あ
そ
ぼ
う
！
楽
し
い
親
子
・
祖
父
母
あ
そ
び

パ
ペ
ッ
ト
と
あ
そ
ぼ
う
！
楽
し
い
親
子
・
祖
父
母
あ
そ
び  

〜〜

（
南
相
馬
市
子
育
て
応
援
基
金
助
成
事
業
）

（
南
相
馬
市
子
育
て
応
援
基
金
助
成
事
業
）

協定書 交

（３月15日号）
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【
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業
】

【
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業
】
【
地
域
間
三
世
代
交
流
事
業
助
成
金
】

【
地
域
間
三
世
代
交
流
事
業
助
成
金
】

地域の輪を広げてみませんか？地域の輪を広げてみませんか？【各種事業助成金のお知らせ】【各種事業助成金のお知らせ】

ふれあいサロン事業とは？ふれあいサロン事業とは？

　地域の皆さんの交流を通して、福祉向上と健康増進を図り、福祉のまちづくりに繋げるこ
とを目的に、助成金制度を設けています。
　皆さんの地域でも活用して、地域の輪を広げてみませんか？

　一定の地域内（主に行政区単位）において、誰もが
気軽に集い合って交流できる場所を設け、住民と参
加者が共同企画し自主運営する活動。

　仲間づくりを進めることにより地域力の向上が
図られ、地域における介護予防や子育て支援など、
さまざまな効果が期待されます。

　

地
域
住
民
の
交
流
や
、
介
護
予

防
や
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た

サ
ロ
ン
活
動
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

《
助
成
の
種
類
》

①
運
営
費

　

サ
ロ
ン
の
運
営
に
か
か
る
経
費

の
一
部

②
賃
借
料

　

サ
ロ
ン
の
会
場
を
借
上
げ
て
実

施
す
る
場
合
に
か
か
る
賃
借
料
の

一
部

③
備
品
購
入
費

　

サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
時
に
、
必
要

な
備
品
を
購
入
す
る
経
費
の
一
部

　《
利
用
申
請
》

　

活
動
助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
サ
ロ
ン
活

動
の
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲オイデッセ・でいっさ（小高区泉沢）

　

地
域
で
の
支
え
あ
い
や
助
け
あ
い
活
動
を
自
主
的
に
で
き
る

組
織
づ
く
り
や
社
会
活
動
の
支
援
と
し
て
、
左
記
に
よ
り
事
業

経
費
の
助
成
を
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象

　

行
政
区
ま
た
は
応
急
仮
設
住
宅
自
治
会
な
ど
の
自
主
活
動
に

よ
る
、
地
域
の
高
齢
者
・
親
子
な
ど
、
主
に
三
世
代
の
交
流
を

目
的
と
し
た
特
別
事
業
と
し
ま
す
。

◆
対
象
事
業
例

　

地
域
内
の
三
世
代
の
交
流
が
図
れ
る
事
業

　

(

地
域
文
化
の
伝
承
・
体
験
な
ど)

◆
対
象
外
事
業

　

・
公
的
機
関
な
ど
の
共
催
事
業

　

・
既
存
の
事
業
へ
の
上
乗
せ

　

・
参
加
対
象
を
限
定
す
る
事
業

　

・
会
員
同
士
の
親
睦
が
目
的
の
事
業

　

・
年
度
内
に
本
助
成
を
既
に
受
け
て
い
る
団
体
の
行
う
事
業

◆
助
成
額

　

一
つ
の
事
業
に
対
し
、
助
成
対
象
総
経
費
の
３
分
の
２
以
内
と

し
、
本
会
の
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
助
成
額
を
決
定
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
経
費

　

事
業
の
実
施
に
必
要
な
、
消
耗
品
費
、
食
材
費
、
講
師
に
か

か
る
費
用
、
賃
借
料
な
ど
で
、
総
額
５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

※上記の事業は、皆さまよりいただいた福祉基金が活用されています。

○各助成金の申請は、所定の様式により申請してください。
◆申込み・問合せ先　各区地域福祉課まで
　☎ （０２４４）４４－５９７０（小高区）　☎ （０２４４）４６－５３５４（鹿島区）　☎ （０２４４）２４－３４１５（原町区）

（３月15日号）
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●

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

小
高
事
務
所

　
　

☎（
０
２
４
４
）32

－

０
１
５
６

●

日　

時

　

平
成
29
年
３
月
22
日
㈬

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

●

会　

場　

ア
オ
ウ
ゼ

●

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課 

生
活
復
興
支
援
室

　
　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－

８
８
８
１

●

日　

時

　

平
成
29
年
３
月
22
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
「
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
」

　
（
輪
投
げ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

●

会　

場　

二
本
松
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

参
加
費　

１
０
０
円

●

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
０
２
４
３
）23

－

８
２
６
２

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

●

日　

時

　

平
成
29
年
３
月
23
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●

会　

場

　

ひ
が
し
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

日　

時

　

平
成
29
年
３
月
22
日
㈬

　

平
成
29
年
４
月
12
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●

会　

場　

原
町
区
福
祉
会
館

●

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

原
町
事
務
所

　
　

☎（
０
２
４
４
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－

５
１
０
７

●

地
区
・
日
時

　

①
東
部
地
区

　
　

平
成
29
年
４
月
12
日
㈬

　

②
中
部
地
区

　
　

平
成
29
年
４
月
19
日
㈬

　

③
西
部
地
区

　
　

平
成
29
年
４
月
26
日
㈬

　
　

各
地
区
、
午
前
10
時
〜
正
午

●

会　

場　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

平
成
平
成
2929
年
度
で「
災
害
復
旧
復
興

年
度
で「
災
害
復
旧
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
活
動
を
終
了
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
活
動
を
終
了
し
ま
す

市
へ
の
要
望
書
に
係
る
回
答

市
へ
の
要
望
書
に
係
る
回
答

　
南
相
馬
市
災
害
復
旧
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
避
難
区
域
の
解
除
を
ひ
と
つ
の
目
途
と
し
て

復
興
支
援
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
応
援
を
長
く
受
け
、
運
営
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
ず
つ
地
域
は

「
暮
ら
し
や
す
さ
」を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
元
の
企
業
も
活
動
を
再
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
期
間
を
平
成
30
年
３
月
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
活
動
範
囲
は
旧
警
戒
区
域（
20
ｋ
ｍ
圏
内
）で
、
ご
自
身
又
は
ご
家
族
で
の
作
業
が
困
難
な
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ご
依
頼
内
容
に
よ
っ
て
は
、
安
全
上
の
理
由
で
お
断
り
す
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●

南
相
馬
市
災
害
復
旧
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
２
４
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－

７
８
２
０

●

受
付
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

※
た
だ
し
、
火
曜
日
・
水
曜
日
休
館

　

本
会
で
は
、
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
11
月
29
日
に
、
す
み
れ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
鹿
島
区
）の
修
繕
工
事
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
強
化
な
ど
９
項
目
か
ら
成
る
要
望
書
を
桜
井 

勝
延
市
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
南
相
馬
市
よ
り
回
答
書
を
い
た
だ
き
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

修
繕
工
事
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
強
化
、
仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー

の
環
境
整
備
な
ど
平
成
29
年
度
で
の
対
応
・
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

・
民
間
借
り
上
げ
入
居
者
等
を
対
象

・
民
間
借
り
上
げ
入
居
者
等
を
対
象

・
小
高
区
に
帰
還
さ
れ
た
方
を
対
象

・
小
高
区
に
帰
還
さ
れ
た
方
を
対
象

・・
福
島
市
等
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

福
島
市
等
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

・・
二
本
松
市
等
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

二
本
松
市
等
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

（３月15日号）

❺



　
「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
平
成
29
年
２
月
1
日
〜
平
成
29
年
２
月
28
日
》

小
高
区

【
ご
遺
志
金
】　　
　
　
　

 

（
行
政
区
）

・
志　

賀　

浩　

二　

様 

（
羽　

倉
）

　

故  

志 

賀　

利 
夫 
様　

ご
遺
志
と
し
て

・
石　

田　

善　

勝　

様 
（
大　

富
）

　

故  

愛 

澤　

 

能 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
川　

崎　

ト
シ
子　

様 
（
岡　

田
）

　

故  

川 

崎　

英 

衛 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
須　

江　

信　

裕　

様 

（
五　

区
）

　

故  

須 

江　

文 

子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
藤　

田　

文　

雄　

様 

（
一　

区
）

　

故  

藤 

田　
　

 

一 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
原　
　
　

カ
ネ
子　

様 

（
小　

谷
）

　

故  

原 　

千
代
春 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
井
戸
川　

義　

英　

様 

（
片　

草
）

　

故  

井
戸
川
裕
子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
富　

澤　

俊　

幸　

様 

（
神　

山
）

　

故  

富 

澤　
　

 

豊 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
豊　

田　

英　

子　

様 

（
五　

区
）

　

故  

豊 

田 

イ
ク
子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
匿　
　

名

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　

名

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

鹿
島
区

【
ご
遺
志
金
】　　
　
　
　

 

（
行
政
区
）

・
寺　

澤　

白　

行　

様 

（
寺　

内
）

　

故  

寺 

澤 

ヒ
ロ
イ 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
齋　

藤　

重　

信　

様 

（
一　

区
）

　

故  

齋 

藤　

幸 

子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
草　

野　

有　

道　

様 

（
山　

下
）

　

故  

草 

野　
　

 

肇 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
畑　

島　

正　

重　

様 

（
上
寺
内
）

　

故  

畑 

島　

正 

夫 

様　

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
南
相
馬
市
マ
ッ
サ
ー
ジ
支
援
グ
ル
ー
プ

委
員
長　

的
野　

碩
郎　

様

　

復
興
支
援
金
と
し
て

・
平　

沼　

里
枝
子　

様 

（
東
京
都
）

　

復
興
支
援
金
と
し
て

・
匿　
　

名

　

復
興
支
援
金
と
し
て

・
田　

村　

紀　

夫　

様 

（
北
右
田
）

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
を
社
会
福
祉
の

　

た
め
に

原
町
区

【
ご
遺
志
金
】　　
　
　
　

 

（
行
政
区
）

・
瀧　

津　

英　

信　

様 

（
橋
本
町
二
）

　

故  

瀧 

津　

正 
之 
様　

ご
遺
志
と
し
て

・
杉　

本　

け
い
子　

様 
（
信
田
沢
）

　

故  

杉 

本　
　

 

登 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
鈴　

木　

周　

一　

様 
（
北
町
一
）

　

故  

鈴 

木　

ヨ 

ツ 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
髙　

倉　

シ
ゲ
子　

様 

（
南
町
二
）

　

故  

髙 

倉　
　

 

幸 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
西　

内　

洋　

一　

様 

（
石　

神
）

　

故  

西 

内　

宗 

光 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
石　

橋　
　
　

篤　

様 

（
信
田
沢
）

　

故  

石 

橋 

ス
ミ
子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
武　

花　

秀　

孝　

様 

（
深　

野
）

　

故  

武 

花　

梅 

子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
々
木　

真
由
美　

様 

（
小
川
町
）

　

故  

佐
々
木 

雄 

一 

様　

ご
遺
志
と
し
て 

・
菊　

地　

千　

鶴　

様 

（
上
高
平
一
）

　

故  

草 

野 

美
恵
子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
杉　

原　

正　

行　

様 

（
桜
井
町
一
）

　

故  

杉 

原 

キ
ヨ
ノ 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
松　

永　

敏　

直　

様 

（
北
新
田
）

　

故  

松 

永　

正 

博 

様　

ご
遺
志
と
し
て

◆
日
時
・
会　

場

　

平
成
29
年
４
月
10
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

　

原
町
区
福
祉
会
館　

講
座
室

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
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０
２
４
４
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－

４
５
１
９

荒あ
ら

ま
で

編　

集　

後　

記

編　

集　

後　

記

認
知
症
相
談
会

認
知
症
相
談
会

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

　

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

・
瀧　

口　

一　

秀　

様 

（
浪
江
町
）

　

故  

瀧 

口　

洋 

子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

供　

博　

様 

（
大
木
戸
二
）

　

故  

佐 

藤　

知 

子 

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
匿　
　

名

　

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会

常
磐
支
部 

様（
大
町
三
）

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
の

　

益
金
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
星　
　
　

眞　

二　

様 

（
大　

原
）

　

尿
と
り
パ
ッ
ド
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
江　

塚　

眞　

子　

様 

（
静
岡
県
）

　
手
作
り
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
横　

手　

健　

一　

様 

（
徳
島
県
）

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　

名

　

記
念
切
手
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　

名

　

手
作
り
人
形
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿　
　

名

　

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

【
物　

品
】

・
株
式
会
社
コ
ン
チ
ェ
ル
ト　

様 

（
埼
玉
県
）

　

お
菓
子

・
ワ
イ
ズ
ス
タ
イ
ル
北
朝
霞　

様 
（
埼
玉
県
）

　

お
菓
子

　

３
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
春
の
陽

気
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
に
出
て
春
の
香
り
が
す
る
と
、

ほ
っ
と
落
ち
着
き
気
持
ち
も
暖
か
く

な
り
ま
す
。

　

先
日
、
利
用
者
の
自
宅
で
、
梅
の

枝
を
挿
し
木
し
、
つ
ぼ
み
か
ら
花
が

咲
い
た
所
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

季
節
が
変
わ
り
始
め
、
自
分
で
も

気
付
か
な
い
所
で
、
新
し
い
季
節
へ

向
け
て
、準
備
を
し
て
い
る
の
だ
な
ぁ

…
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
良
さ
が
有
り
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
わ
く
わ
く
出
来

る
と
い
う
こ
と
に
、
日
本
に
四
季
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。

　

震
災
か
ら
６
年
。
今
年
度
も
、
も

う
す
ぐ
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

新
た
な
一
年
を
迎
え
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
準
備
を
行
い
、
今
年
度

を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｃ
・
Ａ
）

◆
期　

日
・
会　

場

　

平
成
29
年
４
月
７
日
㈮

　

原
町
区
福
祉
会
館　

相
談
室

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
ま
で

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望（
鹿
島
区
）
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０
２
４
４
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－

８
２
４
６

無
料
法
律
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

　

震
災
等
で
抱
え
て
い
る
心
の
悩

み
な
ど
に
つ
い
て
、
精
神
科
医
師

に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　

平
成
29
年
３
月
25
日
㈯

　

午
後
１
時
か
ら

　
◆
会　

場　

む
つ
み
荘（
鹿
島
区
）

◆
参
加
費　

無　

料

◆
定　

員　
　

1
日
4
名
ま
で

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望（
鹿
島
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

８
２
４
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
寄
附
一
覧

ありがとうございました

❻福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３


